
編
さ
ん
後
記

開
基
八
十
八
周
年
を
迎
え
る
昭
和
五
十
三
年
は
滝
川
市
制
二
十
周
年
に
当
た

り
、
旧
滝
川
市
と
江
部
乙
町
の
合
併
八
年
目
の
年
で
あ
る
。
こ
の
各
々
を
人
生

に
例
え
て
米
寿、
成
人
の
祝
い
年
で
あ
り
、
幼
年
期
か
ら
少
年
期
を
迎
え
る
意

義
深
い
年
で
あ
る
と
い
え
る
。

こ
のこ
と
か
ら
滝
川
市
で
は
祝
賀
を
行
う
方
針
を
出
し
、
昭
和
五
十
二
年
度

か
ら
諸
準
備
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
滝
川
市
史
の
編
さ
ん
事
業
も
こ
の
一

つ
と
し
て示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
諸
行
事
・
事
業
を
進
め
る
主
担
課
は
総
務
部
総
務
課
で
あ
り、
本

来
の
職
務
に
併
せ
て
こ
の
大
行
事
を
遂
行
す
る
の
が
総
務
課
長
を
命
ぜ
ら
れ
た

私
の
責
任
で
あ
っ
た
。

諸
行
事
の
立
案
を
進
める
一
方、
市
史
編
さ
ん
事
業
に
つ
いて
は
執
筆
者
を

選
定
す
る
こと
が
急
務
で
あ
る
が
手
間
ど
っ
て
し
ま
い、
よ
う
や
く
昭
和
五
十

二
年
八
月
に
至
っ
て元
小
学
校
教
員
村
田
武
雄
氏
の
快
諾
を
得
て
編
さ
ん
事
務

局
体
制
を
整
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

八
月
八
日
滝
川
市
史
編
さ
ん
委
員
会
規
則
を
制
定
し
、
同
日
付
で
事
務
局
長

に
総
務
部
長
兼
務
青
木
仁
八、
事
務
局
次
長
に
総
務
課
長
兼
務
藤
原
廣
光、
編

集
員
に
は
専
任
副
主
幹
越
智
正
光、
嘱
託
村
田
武
雄
の
発
令
が
あ
っ
た
。

同
年
九
月
一
日、
次
の
一
〇
名
の
方
が々
編
さ
ん
委
員
に
委
嘱
さ
れ
委
員
会

が
設
置
さ
れ
て
第
一
回
委
員
会
を
開
催
し
た
。

白
水

務
(前市

史
編さ
ん委
員)

佐
藤
民
治
郎
(前
市
史
編
さ
ん
委
員
)

(
前
市
史
編
集
員

国
兼

曻
(
郷
土
研
究
会
員
)

善
二
(江
部
乙
町
史
編
集
員
)

一木
早
弓

房
松
(学
識
経
験
者
)

後
呂

草
浦
正
己
(学
識
経
験
者)

高
木
正
義

中
村

正
直
(市
議
会
議
長
)

武
田

セ
イ
(郷
土
研
究
会
員
)

ん
事
務
局
長
ノ

義
久
(
市
助
役
・
前
市
史
編
さ
)

町
助
役
)

(市
収
入
役
・江

部
乙
)

委
員
長
に
白
水
務
氏、
委
員
長
代
理
に
早
弓
房
松
氏
が
選
出
さ
れ、
滝
川
市

史
の
内
容
に
つ
い
て
は
前
市
史
町
史
を
参
考
に
し
て
文
体
を
平
易
に、
し
か
も

史
実
に
基
づ
く
密
度
の
濃
い
も
の
と
し、
編
さ
ん
方
針
を
次
の
と
お
り
と
し

た
。

1
滝
川
市
七
十
周
年
記
念
の
滝
川
市
史
及
び
江
部
乙
町
六
十
周
年
記
念
の
江

部
乙
町
史
を
根
幹
と
し
て、
こ
れ
に
欠
け
て
い
る
内
容
を
肉
付
け
し
、
更
に

各
々
の
刊
行
後
か
ら
昭
和
五
十
二
年
度
ま
で
の
資
料
を
収
集
し
て
編
さ
ん
す

る
こ
と
を
原
則
と
す
る
。

2
市
史
は
全
一
巻
と
し、
B
5
判
二
段
組
(二
六
行
×三
〇
字
×
二段
)
で
、

一、
五〇
〇
ペ
ー
ジ
程
度
と
す
る
。

3
完
成
目
標
を
昭
和
五
十
四
年
末
ま
で
と
す
る
。

ま
た、
市
史
執
筆
要
項
、
原
稿
及
び
編
集
基
準、
編
集
史
料
収
集
要
領
が
協

議
決
定
さ
れ、
諸
種
の
事
情
か
ら
市
史
の
編
集
執
筆
は
編
集
員
が
行
う
こ
と
に

な
っ
た
。

幸
い
に
前
市
史
の
原
稿
資
料
や
江
部
乙
町
史
を
資
料
と
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
の
考
え
から
、
昭
和
五
十
二
年
末
から
で
も
執
筆
す
る
計
画
を
持
っ
た
が
、

実
際
に
筆
を
持
つ
編
集
員
は
始
め
て
の
こ
と
で
も
あ
り
、
前
市
史
・
町
史
の
内

容
検
討
や
見
直
し
が
あ
り
、
補
足
や
前
市
町
史
刊
行
後
の二
〇
年
間
に
わ
た
る



資
料
収
集
は
時
代
の
変
化
著
し
い
期
間
で
も
あ
り、
計
画
ど
お
り
に
な
ら
な
い

状
況
で
あ
った。

翌
五
十
三
年
四
月
一
日、
事
務
局
長
に
金
山
二
男
総
務
部
長
兼
務
の
発
令
が

あ
り
、
事
務
局
体
制
の
強
化
を
は
か
る
要
望
が
入
れ
ら
れ、
同
月
十
一
日
付
で

臨
時
事
務
補
助
と
し
て大
西
晃
子
さ
ん
の
配
置
を
喜
ん
だ
の
も
束
の
間
に、
村

田
編
集
員
か
ら
突
然
病
気
を
理
由
の
退
職
願
が
出
さ
れ
同
月
二
十
二
日
に
退
職

し
、後
任
の
適
任
者
が
得
ら
れ
な
い
た
め、
完
全
に
業
務
停
滞
状
況
が
続
い
た。

開
基
記
念
式
典
等
の
行
事
も
無
事
終
了
し
た
あ
る
日、
市
長
か
ら
私
に
市
史

編
集
を
や
ら
な
い
か
と
の
話
し
が
あ
っ
た
。
各
市
町
村
史
の
執
筆
者
を
見
る

と
、
そ
の
道
の
権
威
者
か
長
い
間
行
政
を
あ
ず
か
っ
て
い
た
方
が々
多
く
、
私

は
そ
の
任
に
耐
え
得
る
器
で
は
な
い
と
考
え
て
い
た
の
で
、
自
信
が
な
い
と
答

え
た
。

し
かし
、
執
筆
者
を
得
ら
れ
ず
中
断
し
て
い
る
市
史
編
集
業
務
を
投
げ
て
お

く
わ
け
に
い
か
ず、昭

和
五
十
三
年
十
月
一
日
私
に
編
集
員
の
専
任
を
命じ
た
。

編
さ
ん
事
務
局
を
設
置
し
て
既
に
一
年
二
ヵ
月
を
経
過
し
て
い
た
の
で、
こ

の
遅
れ
を
取
り
戻
す
べ
く
直
ち
に
第
一
編
か
ら
の
執
筆
に
入
っ
た。

前
滝
川
市
史
の
編
集
に
た
ず
さ
わ
り
、
国
兼
曻
氏
の
懸
命
な
努
力
に
よ
っ
て

完
成
を
見
た
当
時
を
思
い
お
こ
し、
資
料
を
求
め
な
が
ら
の
執
筆
を
続
け
た。

以
来、
二
ヵ
年
を
経
て
脱
稿
の
運
び
に
至
った
が、
こ
の
間、
昭
和
五
十
四

年
五
月
一
日、
納
内
小
学
校
長
在
職
当
時
に
納
内
屯
田
兵
村
史
の
執
筆
に
あ
た

ら
れ
た
粟
井
稔
氏
を
編
集
員
に
迎
え
る
こ
と
が
で
き、
執
筆
を
分
担
し
て
真
剣

に
取
組
ま
れ
た
の
で
市
史
の
刊
行
を
早
め
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
内
容
も
充
実

し
て
全
二
巻
の
大
冊
と
な
っ
てし
ま
っ
た
。

執
筆
分
担
は
上
巻
全
部
に
当
た
る
第
一
編
北
海
道
抄
史、
第
二
編
自
然、
第

三
編
開
拓、
第
四
編
屯
田
兵
制、
第
五
編
行
政、
第
六
編
財
政、
第
七
編
厚
生

と
下
巻
の
第
十
一
編
交
通
・
運
輸
・
治
水、
第
十
二
編
治
安
、
付
年
表
を
私
が

執
筆
し、
粟
井
編
集
員
は
下
巻
の
第
八
編
産
業
・
経
済、
第
九
編
教
育、
第
十

編
宗
教
、
第
十
三
編
生
活
と
文
化、
付二
十
一
世
紀
へ
の
展
望
を
執
筆
し
た
。

原
稿
資
料
と
し
て
は
多
く
の
文
献、
資
料
を
参
考
と
し
、
次
の
前
市
史
を
は

じ
め
滝
川
で
の
既
刊
史
書
は
非
常
に
参
考
と
な
っ
た
。

滝
川
町
発
展
史

滝
川

昔
物
語

滝
川
町

史
.

滝
川
小
史
わ
が
ふ
る
さ
と

滝
川

市

史 史
江
部
乙
村

江
部

乙
町
史

昭
和
七
年
四
月
二
十
五
日
発
行

江
部
乙
町
文
化
史
昭
和三
十
三
年
七
月
二
日
発
行

昭
和
三
十
三
年
九
月
十
日
発
行

江
部
乙
町
役
場
発
行

旭
川
町
坂
東
好
太
郎
編

一
三
九
頁

著
者
高
橋
信
行

滝
川
町
史
編
さ
ん
委
員
会

滝
川
市
郷
土
研
究
会
発
行

滝
川
市
史
編
さ
ん
委
員
会

編
集

一、
五
一七
頁

編
者
鞍
田
武
夫

編
さ
ん
発
行
岩
佐
職
司

二二
一三
頁

編
さ
ん
責
任
者
鞍
田
武
夫

九
四
五
頁

ま
た
、
編
集
に
当
た
っ
て
は
編
さ
ん
委
員
や
道
教
育
大
学
西
田
秀
夫
教
授、

芳
賀
卓
助
教
授
な
ど
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
の
指
導
助
言
を
受
け
、
資
料
収
集

に
当
た
っ
ての
協
力
を
得
た
が、
さ
ら
に
内
容
の
充
実
に
は
北
海
道
大
学
北
方

資
料
室、
道
庁
行
政
資
料
室、
北
海
道
行
刑
資
料
館、
道
立
図
書
館
を
は
じ
め

函
館、
札
幌、
小
樽、
滝
川
の
各
図
書
館、
市
郷
土
館
な
ど
で
適
切
な
資
料
の

提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
執
筆
者
に
と
っ
て
こ
の
う
え
な
い
喜

大
正
二
年
十
月
三
十
一
日
発
行

富
良
野
鉄
道
祝
賀
会
発
行

昭
和
十
四
年
七
月
二
十
五
日
発
行

昭
和
十
五
年
十
月
一
日
発
行

滝
川
町
役
場
発
行

五
〇
頁

編
二
四
二
頁

昭
和
四十五

年
九月十二

日
発
行

三
〇
一
頁

昭
和三
十
七
年
七
月
一
日
発
行

史
発
行
者
滝
川
市
長

江
部
乙
村
役
場
発
行

四
六
六
頁



委

員

佐藤民治郎
委 員 委委

員 委 員

早弓 房松
委 員 長
白 水 務

前 委 員

後呂 義久
委 員 委 員

委
員

委

委員

金山 二男
(前事務局長)

高木 正義 中村 正直 武田 セイ

前編 集員

村田 武雄

事 務 局 長 元事務局長

青木 仁八

前 委 員

草浦 正己岡田 秀夫

編 集 員

越智 正光
編 集 員

粟 井 稔

編 集 員

藤原 廣光

編 集助手

大西 晃子

一木 善二 国 兼 鼻



び
で
あ
り
、
深
く
感
謝
を
申
し
あ
げ
る
次
第
で
あ
る
。

昭
和
五
十
四
年
七
月
三
十
一
日
後
呂
委
員
が
解
任
さ
れ、
翌
八
月
一
日
事
務

局
長
で
あ
っ
た
金
山二
男
助
役
が
委
員
に、
ま
た
事
務
局
長
に
岡
田
秀
夫
企
画

総
務
部
長
が
兼
務
発
令
と
な
っ
た。
そ
の
後、
草
浦
委
員
が
転
出
退
任
と
な
っ

た
。こ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
終
始
資
料
の
収
集
整
理
に
つ
と
め、
さ
ら
に
写
真
撮

影
か
ら
現
像
一
切
を
担
当
し
た
越
智
編
集
員、
ま
た
資
料
の
収
集
整
理
保
管
や

年
表
照
合
整
理
に
当
た
っ
た
大
西
晃
子
さ
ん
の
献
身
的
な
努
力
が
事
業
完
遂
へ

と
導
び
い
た
大
き
な
力
と
な
っ
た
こ
と
を
特
に
付
言
し
て
お
き
た
い
。

顧
み
て
当
初
予
定
し
た
昭
和
五
十
四
年
末
完
成
目
標
が
一
年
余
の
遅
れと
な

り三
年
数
ヵ
月
を
要
し
て
し
ま
っ
た
。
内
容
に
つ
い
て
も
「滝
川
市
史
」
と
名

づ
け
る
に
価
す
る
か、
ま
た
大
き
な
誤
り
が
な
か
っ
た
か、
失
礼
と
な
る
記
載

が
な
か
っ
た
か、
な
ど
疑
問
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が、
ま
っ
た
く
の
し
ろ
う

と
で
あ
り、
力
乏
し
く
過
ぎ
た
る
重
荷
を
負
っ
て、
短
期
間
に
完
成
を
見
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
免
じ
てご
寛
容
を
願
い
た
い
と
思
う
。

希
く
は
本
市
史
が
多
く
の
方
々
に
愛
読
さ
れ、
ま
た
活
用
さ
れ
て
私
の
至
ら

な
か
っ
た
点
や
誤
り
が
あ
れ
ば
是
正
し
、
来
る
べ
き
増
補
改
訂
の
期
に
は
本
市

史
を
土
台
と
し
て
よ
り
よ
い
も
の
へ
と
展
開
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
望
外
の
喜
び

で
あ
る
。

昭
和
五
十
五
年
十
一
月

編
集
執
筆
者
藤

原
廣
光



滝
川
市
史

下
巻

昭
和
五
十
六
年三
月
三
十
一日

発
行

編
集
者
滝
川
市
史
編
さ
ん
委
員
会

滝
川
市長

吉
岡
清

栄
発
行
者

印
刷

株
式
会
社
ぎ
ょ
う
せ
い

東
京
都
新
宿
区
西
五
軒
町
五
二

札
幌
市
中
央
区
北二
条
西一
丁
目
一一
三

電
話(〇

一
一)二
四
一
‒‒
一九
七
一

北
海
道支
社

本
社営
業所

〒〇
六〇

石
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